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はじめに

戦後の余暇研究の潮流は、大き〈分けて四つ

の流れとしてとをfえるととができる。

一つは、戦後間も念い 19 4 0年代末K始ま

って今日 K及んでいるレクリエーション研究の

流れである。もう一つは、 19 5 0年以降の娯

楽研究の流れである。とのこつの流れとは別の

新しい流れとして、 1 9 6 0年以降のレジャー

研究がある。そして、さらVL1 0年後、遊び研

究の流れが始まった。

との四つの流れのうち、前の二つの流れKつ

いては、 1 960年どろを境として、前期と後

期K分類するとともできる。娯楽論は、 1960

年以降のいわゆるレジャー時代Kはいって、そ

の内容が変り、いっぽうで遊び研究という新し

い流れを生むKいたる。

レクリエーション研究も、同様K、レジャー

とともK新しい側面を持つとと K念る。

1 960年という年は、戦後の余暇研究全般

Kとって、一つの大き念転換点であった。その

現象は、余暇関連研究論文の数的傾向Kもはっ

きりと見てとれる。

日本レクリエーション協会論『レクリエーシ

ョ;/VL関する文献リスト I・1.!I (日本レクリ

エーション協会、 19 6 4・67年)は、余暇

論、娯楽論左どを含むレクリエーション関連の

論文等を 19 4 6年 1月から 19 6 7年 12月

までの約 150種の雑誌・大学紀要から分類別

Kリストアップしたものだが、 1 9 6 7年を

100パーセントとする各年の累積率を見ると、

1 960年までは年k 2・3パーセントであっ

た論文数累積率が、 1961年以後Kは 5パー
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セγ ト前後とまり、 19 6 4年以後は 10パー

セント前後と急増しているのである。

1 9 6 0年(昭和 35年)は、昭和34年度

版『経済白書』が「消費革命」というととを使

った翌年K当り、 34年Kテレビ 23.6パーセ

ント、洗え〈機 33.0パーセントの普及率であ

ったものが、 35年Kはテレビ 54. 5パーセン

ト、洗た〈機45.4パーセ Y トへと急増して

「消費革命」がさらK侭進され、労働時間もよ

うや〈短綜化の方向K進み始めた時期であった。

「つ〈られたJレジャー・ブームだと言われ

左がらも、レジキーはいろいろ念面で無視でき

念い問題と在ってきたのであり、計会・経済的

変化は、余暇関連研究Kも当然、多くの影響を

与えたのであった。

レジャー時代の到来Vてよって、娯楽、遊び、

余暇、レジャー、レクリエーションは余暇問題

として総合的研究の対象と左るKいたったが、

ととではまず、前記四つの流れとして余暇研究

の潮流を概観するととKしよう。

娯楽研究の流れ

戦後の娯楽研究は、ちょうど戦前の娯楽研究

が第一次世界大戦後の大衆の娯楽指向Kよって

刺激されて活発化したよう K、戦後の大衆の娯

楽への傾斜の強まりとともKさかんKなる。戦

前と戦後の娯楽研究を比べて、その視点のちが

いを見ると、戦後のそれは、いわゆる大衆化社

会の出現Kよって、娯楽が「大衆娯楽」として

とらえられた点Kあるといえるだろう。

戦後の大衆娯楽論は、まず思想、の科学研究会

Kよって展開された。同研究会発行の『思想の
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科学』は昭和 23年(1 948年 )κは早〈も

「大衆小説の研究J( 2月号)、「大衆の見も

の聞ものJ( 6月号)という特集を組み、映画、

新聞小説~E も特集して、 2 5年Kは、大衆小

説、流行歌、映画、演劇、寄席娯楽左どを取り

上げた『夢となもかげ一大衆娯楽の研究』

(思想、の科学研究会編、中央公論社)を発表し

ている。

翌 26年Kは、『思想~ (岩波書庄)が、 8

月号で「大衆娯楽一実態と分析」を特集した。

その内容はつぎのよう念ものだった。大衆娯楽

Kついて(清水幾太郎〉、娯楽の位置づけ(松

田道雄)、脱出と回帰(中井正一)、大衆娯楽

の心理学(宮城音弥)、国民生活と大衆娯楽

(大河内一男)、娯楽企業としての映画(瓜生

忠夫〕、アメリカの大衆娯楽(南博)、ソグェ

トの娯楽と文化(土方敬太)、実態と分析(大

衆文化研究グループ、社会調査研究所)。

その後、娯楽論は、どういうわけかしばらく

念りをひそめた形と念る。前記日本レクリエー

ション協会編『レクリエーシ冒ンK関する文献

リスト~ (以下「日レク・文献リスト」と累記

する Hてよる分類でも、娯楽論は昭和 28年K

5、 2 9年VCl、 3 2年VCl、 3 3年VC2とい

うようKわずかであり、 35年を除いて、さら

K数年tてわたってゼロがつづいている。

し:かし、 3 5年 (1 9 6 0年 )VCは早〈も佐

藤毅「最近の大衆娯楽・余暇の研究ー附・主

要文献目録J( R"思想~ 1 960年 5月号)が

発表された。もちろん、戦後の娯楽研究は前述

したようKか左らずしも量的K多いとはいえ左

いものであったから、佐藤論文は海外特Kアメ

リカ VC;Þ~けるプレイ・レジャー、レクリエーシ

習ン等の研究紹介K重点がbかれた。附録とし

てあげられた海外交献は約 70冊、海外のレジ

守一研究の実態を伝えたものとしてひじ ιうK

価値の高い論文であった。

じつは、との佐藤論文は、『思想、』が 35年

( 1 9 6 0年)5月号で特集した「大衆娯楽」

の中のー編であった。いわゆる「レジャー・ブ

ーム Jの入口Kさしかかっていた 35年の特集

は、 26年の特集とはbのずからそのとらえ方

K相違があった。佐藤論文以外の内容はつぎの

となりである。

娯楽と肯定と娯楽の否定(南博)、大衆娯楽

と今日の思想、状況(松本圭一〉、娯楽志向と生

活様式の変化(阿部慶三)、家族観の変容(神

島二郎)、労働観・余暇観の変化と社会体制

(田中清助)、大衆娯楽と娯楽産業(野口雄一

郎、稲葉三千男)、消費革命の社会的・政治的

意味(遠藤湘吉)、文化政策Vてあらわれた「余

暇J(滝沢正樹〉。

右 K明らか左ょう U亡、「大衆娯楽」は1960

年を境として、「余暇の問題」のーっと見られ

るよう K念夕、同じ傾向は、その後K発表され

る「研究動向 JVCも顕著K現われるととκなる。

前記の「最近の大衆娯楽・余暇の研究Jがす

でK大衆娯楽と余暇を一つのものとしてとらえ

ている傾向があるが、その筆者である佐藤毅は、

3 6年Kはさらvcrわが国Vてなける余暇研究の

展開とその問題J( R"年報社会心理学』日本社

会心理学会、第 2号)を発表した。ととで取り

上げられているのは、ほとんどが戦前の娯楽研

究であり、「余暇研究 JVC関するものはごくわ

ずかであった。(佐藤論文のうち、余暇研究K

関するものは、本稿の「レジャー研究の流れ」

を参照) しかし、佐藤論文K見られる日本k

bける戦前の娯楽研究の分析は、その後の娯楽

・余暇研究の基盤とも左った貴重念ものであっ

た。

前節「戦前の余暇研究 JVC出てくる「研究」

のうち、すでKつぎのものがととで取り上げら
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れている。

橘高広『民衆娯楽の研究JJ(大正 9年)、権

回保之助『民衆娯楽問題JJ(同 10年七 同

『民衆娯楽の基調 JJ(同 11年)、大林宗嗣『

民衆娯楽の実際研究 JJ(同 11年)、橘高広

『映画劇と演劇 JJ(同 11年)、大阪市社会部

調査課編『余暇生活の研究 JJ(同 12年)、中

田俊造『娯楽の研究 JJ(同 13年)、権問保之

助『娯楽業者の若手 JJ(同 13年)、橋高広r現

代娯楽の表裏 JJ(昭和 3年)、権問保之助『民

衆娯楽論JJ(同 6年)、大林宗嗣『女給生活の

研究 JJ(同 7年)、上回久七『都市と農村の娯

楽教育 JJ(同 13年)、文部省社会教育局『時

局と娯楽問題 JJ(同 13年)、権回保之助『国

民娯楽の問題 JJ(同 16年)、鈴木舜ー『勤労

文化 JJ(同 17年〕、権回保之助『娯楽教育の

満州事変勃発から第二次大戦K至る戦時協力

娯楽論の時期。

第二次大戦後から今日K至る大衆娯楽、レク

リエーション論の時期。

との区分Vても見られるよう V亡、との時点での

「余暇K関する研究」は、娯楽論を主としたも

のであり、ょうやくレクリエーション研究がわ

ずかK顔をのぞかぜているKすぎ左い。

津金沢は 19 7 3年Kも「わが国Kなける娯

楽研究小史J(仲村祥一編『現代娯楽の構造』

文和書房)を発表して必り、ととでも幅広いジ

ャンルKわたっての娯楽研究を紹介した。その

中Kあげられている文献からも明らか念ょう K、

さいきんの娯楽研究は、テレビ、漫画念どをは

じめとする、いわゆるった衆文化論的左ものを中

心とするものか、新しい「遊び」の研究K属す

研究 JJ(同 18年)。 るものへと変質しつつある。

娯楽研究動向については、 19 6 2年十て団琢 レジャー時代KはいってきかんK在った娯楽

磨が「わが国(tL:1;>ける余暇K関する研究の動向」 研究は、 1973-75年(tL1f権回保之助著作

( If島根大学論集・教育科学』、 11号)を、 集・全四巻JJ(文和書房)を復刊させると同時

1 9 6 4年Kは津金沢聴広が「戦後日本の"大

衆芸術・娯楽"研究の動向J( If関西学院大学

社会学部紀要 JJ9・10号)を発表しているの

津全沢論文は主として大衆主主術κ関する研究

を対象としたもので、 r..大衆芸術"の娯楽的

側面K力点をb くいわゆる"大衆娯楽"研究は

考察の対象K含まれるが、そのうち特K快大衆

余暇"研究K上十重を:1;><分野tてついては、当面

付随的K取扱うにとどめたい」とととわってい

るo しかし、との時点tてなける娯楽研究の動向

を論じたものとしては最高のものであり、文献

目録Kは膨大念資料があげられている。

団論文は研究動向を「大まかK三つの時期が

指適できる」として、つぎのよう K区分した。

大正 9年頃から昭和 6年K至る民衆娯楽論の

時期。
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V亡、いっぽうでは娯楽研究をレジャー、レクリ

エージョン研究や、「遊びj研究へと吸収させ

る方向K向かっている。

1 9 7 3年K、久しぶりK現われた「娯楽論」

『現代娯楽の構造 JJ(前出)のつぎのよう左内

容が、そのととを如実K示しているといえようo

「盛り場行動論J(池井望)、「大衆娯楽の

演出者J(田村紀雄)、「ゲーム論J(井上俊)、

「釣魚論J(仲村祥一)、「オーディォ・ 7 ン

アJ(内田明)、「エロ・グロ・ナンセンス」

(小関三平)、「現代寄席とアマチュアリズム」

(井上宏)、「管理されぬ"遊び"J (田村紀

雄)、「ギャンブル・メディア論J(津金沢聴

広)。



レクリエーション研究の流れ

余暇関連の研究の中では、レクリエーション

研究の始まりが最も早かった。との流れの特長

は、戦後のレクリエーション運動と平行してい

るとと Kあった。

昭和 22年Kは早くも、第一回全国レクリエ

ーション大会が開かれ、それを契機K日本レク

リエーシ寄ン協議会が発足、翌 23年Kは日本

レクリエーション協会と改称され、今日の同協

会が誕生している。

レクリエーション論が雑法K登場し始めるの

も同じ 23年からで、 24年Vては、白山源三郎

『レクリエーションー理論と実際.1(同文館)、

前川峰雄『レクリエー γョン JJ(教育科学社〉

が発刊される。

との時点でのレクリエーション観は、白山が

「娯楽遊びとは一致し念いJと述べているよ

うK、単念る余暇活動とは一線を函すものがあ

った。(との傾向は現在でも、一部のレクリエ

ーション研究の中K見られる。)

2 5年KはさらK綜合生活文化研究所編『レ

クリエーグョン辞典.!I(大同出版社〉が出され

た。とれは小・中・新制高校生のためのレクリ

エーショ Y参考書をねらったもので、1.体育を

主としたレクリエーシ胃ン、 2.親睦を主Kした

レクリエーション、 3.娯楽を主Kしたレクリエ

ーション、 4.スポーツの見方とスポーツ用語、

といった構成からもわかるようK、娯楽も含め

た余暇活動全般Kわたるものであった@

いっほう、レクリエーションの実証的研究も

始まり、 28年Kは竹之下休蔵『健康と能率よ

りみたる社会体育の改善K関する研究一社会

学的基礎調査』、 30年tては前川峯雄を中心K

研究された増穂町体育連盟編『地域社会¥'Ll>~け

るレクリエーションの構造』が発表された。

その後、数年聞は、広い領域Vてわたる雑誌論

文がつぎつぎと発表され、その問、 35年の佐

藤論文、 37年の団論文(いずれも前出)が現

われ、レクリエーショ Y研究の動向Kふれると

とK走る。

しかしレクリエーション関係の単行本の発

行は意外K少念〈、 36年Kょうやく三隅達郎、

江橋慎四郎編『レクリエーション・ハンドブヲ

ク.!I(国土社〉が発行され、翌 37年『ては0 ・

D ・パトラー、三隅達郎訳『レクリエーション

総説.!I(ベースポール・マガジン社 )George

Butler，Introduction to Oomrrr 

unity Recreation，Third Edit-

ion，New York 1959.が出る。パトラ

ーの本は、 1.レクリエーションーその性格、

範囲bよひ.意義、 2.指導(リーダーシップ)、

3地域と施設、 4.諸活動と計画の立案、 5レク

リエーション地域と施設の運営、 6.プログラム

の諸様相と奉仕活動、 7.組織と管理上の諸問題、

という内容からもわかるようK、地域レクリエ

ーション推進のための実際的研究であった。

その同じ 37年Kは、それまでのレクリエー

ショ Y研究を総合したものとして、江橋慎四郎

ほか編『講停・現代レクリエーション』全四巻

(ベースポーJレ・マガジン社〉が出版された。

第一巻「レクリエーション概論」、第二巻「レ

クリエーション指導j、第三巻「地域社会とレ

クリエーション」、第四巻「職場とレクリエー

ション jという構成のもので、日本¥'Ll>~ける最

初の体系的レクリエーション研究として高〈評

価されるべきものと念った。(同講俸は、 49 

年V亡、第五巻「レクリエーション施設Jを加え、

『新版・現代レクリエーション講座』として同

じ出版社から出るとと¥'Lt.cる。)

つづいて、 38年Kは鹿島清五郎『レクリエ

ーシ習ン療法 JJ(メヂカル・フレy ド社〉が出

て、いわゆるレクリエーション・セラピイ研究
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の分野K一石を投じた。

以上のよう K、戦後まも念〈始まったレクリ

エーション研究の割には、その出版状況はかな

らずしもは左ばをしいものでは念かったが、 40

年(196 5年)を境K、レクリエーション研

究は新しい段階『てはいったと言ってよさそうで

ある。

4 0年Kは、 J.M ・アンダーソン、江橋慎

四郎訳『企業とレクリエーション.!I(ベースボ

-Jレ・マガジン社)Anderson ，J.， lnd-

ust r i a I Recrea t i on ，McG'raw-

Hill，1955.が出され、同じ企業レクリエ

ーションの管理問題を論じた、遊津孟『レクリ

ヱーション管理.!I(ダイヤモンド社)が出たほ

かK、 40年以後つぎつぎと、レクリエーショ

ン研究K関する文献が現われた。

竹之下休蕨「わが国K訟けるレクリエーショ

ン研究の現状と課題(Ii'体育の科学.!I1 965 

年 10月)、成田十次郎「社会主義諸国VLTけ

るレクリエーション研究の動向 J( Ii'体育の科

学.!I1 96 7年 9月)、守能信次「戦後のレク

リエーション文献K関する研究J( Ii'レクリエ

ーション研究』第四号、 19 6 8年)、池田勝

「アメリヵκbけるレクリエーション研究の動

向J( Ii'体育の科学.!I1 9 6 9 年~ 7 -8月)、

団琢磨「わが国VLj:，~けるレクリエーション研究

の動向J( Ii'レクリエーション研究』第五号、

1 9 6 9年)左どである。

しかし、レクリエーション研究の流れの中で

特記すべきは、 40年K日本レクリエーション

研究会が発足したととであった。それまで、ど

ちらかといえば体育関係の研究者が中心であっ

日本レクリエーション研究会は、その後、年

一回の研究大会を持ち、第一号から第六・七号

合併号室で、研究大会発表抄録を含む『レクリ

エーション研究』を発干IJし、 46年Kは日本レ

クリエーション学会へと発展的解消を遂げた。

(学会は現在までtてその機関誌で『レクリヱー

ション研究』を第五号室で発干IJし、唯一のレク

リエーション専門研究誌として期待を集めつつ

ある。)

研究会時代、学会以後の『レクリエーション

研究.!IfL発表された論文Kは、レクリヱーショ

ン研究の発展K寄与したものが少左〈念い。さ

いきんのレクリエーション研究の動向Vてついて

は、『レクリエーション研究』第三号 (1973

年)のIB本レクリエーション学会研究総白録J

を見るととKよってその全貌がわかる。

岡目録の分類別論文数はつぎのと b りである。

-レクリエーγ ョンの原理的考察 1 4 

-レクリエーションの歴史的考察 2 5 

-レクリエーション意識に関する

考察 24 

-レクリエーション行動の実態K

関する考察 2 6 

-レクリエーション教育K関する

考察 24 

-レクリエーショ Y指導・計画・

管理K関する考察 1 7 

-レクリエーション施設・空間K

関守る考察 1 3 

-レクリエージョン・セラピイ K

関する考察 9 

-その他の研究 5 

たレクリエー γ ョン研究を、もっと幅広い分野 日本レクリエーション学会の英語名がJapan

の研究者たちを含めた研究Kしようという意図 Society of Leisure and Rec-

のもとK、経済学、家政学、建築学その他の領 r e a t i 0 n S t ud i e s と左っているようK、

域の研究者が参画する ζ とVL*ったのである。 その研究はレジャーKも及んでなり、上分類K
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は現われてい念いカミ余暇、余暇意識、余暇活

動、余暇行動等K関する考察も数多く含まれて

梅村清弘ほか編著『人間とレクリエーション』

(大修館書庖)、 50年Vては浅田隆夫『現代職

bり、「遊び JVL関する考察も目 Kはいる。つ 場レクリエーション基礎理論~ ( )、

まh、 19 6 0年を境K、レクリエーション研

究も、レジャー問題と深くかかわりつつ今日K

至っているととを示しているのである。

さいどV亡、 40年以降K出版されたbも念レ

クリエーション研究書KついてふれるととKす

るO

4 0年Kは、アメリカ議会の屋外レクリエー

ション資源、調査委員会Outdoor Recrea-

tion Resourses Reuiew Cnmmi一

S 5 i v のレポートを要約した『アメリカ VL :j;~

ける屋外レクリエーションの需要と予測』上・

下(日本観光協会)が発表され、翌 41年Kは

さらKそれを総括した『アメリカのレクリエー

ション~ (同)が発表された。とれは、日本k

bけるプウトドア・レクリエーション研究Kと

って貴重左研究資料と念った。

4 1年Kはほかに日本レクワエーション協会

編『現代社会とレクリエーション~ (ペースポ

ール・マガジン社)が出版されたが、とれは、

「広〈国民一般のレクリエーションK対する理

解と認識を深めるととと、国の政治・行政の面

からの抜本的施策とを期待して J(同書、まえ

がき)編集された、いわば一種の啓蒙書であっ

?と。

4 6年Kは、日本レクリエーシ習ン協会編

『黄金計画と第二の道一西ドイツのスポーツ、

レクリエーション計画~ (同協会)が出され、

レクリエーション研究者K強い刺激を与えた。

4 6年Vてはまた、はじめて、体系的念『レク

リエーショ Y事典~ (日本レクリエーション協

会監修、不味堂)が出版され、レクリエーショ

ンの歴史的研究K手がつけられた。 49年tては、

『新版・現代レクリエーショシ講座~ (前出)、

日本レクリエーション協会編『レクリエーショ

ンの科学~ (不味堂)が出版された。『レクリ

エーションの科学』は、「レクリエーション大

系J(全三巻〕の第三巻として刊行されたもの

だが、レクリエーションの理論的研究としては

最も注思すべきものと言える。特K、その中の

「レクリエーション研究序説 J(江橋慎四郎・

池田勝)はレクリエーション研究論としては密

度の高いものであり、「研究領域別tてみた動向」

や 17 0 VL及ぶ海外文献リストは、研究者Kと

ってひじよう K価値のあるものと念っている。

5 1年Kはいって、同大系の第一巻『レクリ

エーションと現代』が刊行されたが、その中の

「レクリヱーションの現状J(増田靖弘〉は資

料的Kも重要念ものと在っていて、見逃がぜ念

い。また、同書の「レクリエーションの意味論」

(薗田碩哉)、「レジャーとレクリエーション

の補究関係J(小田咳駿一)は同大系第三巻の

「レクリエーションの構造論J(薗田・小田切)

と合わせて、レジャー、遊び等とのレクリエー

ションのかかわりを考える上ですぐれた考察と

念っている。今後のレクリエーション研究は、

との考察をふまえずして前進するととはできを

いのでは左いか。

さいどK、昭和35年K創刊され、すでκ

200号に達しようとしている日刊誌『レクリ

エーション~ (日本レクリエーション協会発行)

の存在tてついてふれて会か念ければ念ら念い。

同誌は、レクリエーショ Y全般K関する情報誌

として戦後の余暇研究K重要念役割を果たし、

特Kレクリエーション指導者Kとって不可欠の

テキストとされてきた。

前出「レクリエーション大系 JVL収録されて
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いる文章の中Vても、 『レクリエーション』誌κ

最初K発表されたものが少念からずあり、レク

リエーション研究誌としても重要な位置Kある。

同誌Kは、またつぎのよう左ものが掲載された。

日本レクリエーション協会ビジョン委員会

r 2 0年後のレクリエーションのビジョンー

豊か左社会と自由時聞を求めて J( 1 968年

1 1月号)、レクリエーション運動基本計画委

員会「レクリエーション運動推進要綱J(1971 

年 8月号)。

レジャー研究の流れ

前出の「日レク・文献リスト」で見るかぎり、

雑誌VCi余暇論Jが出現するのは昭和 24年K

念ってからである。それもつぎの二つV亡すぎ念

ぃ。

しかし、「消費革命Jは、レジャー問題K新

しい視点を要求する。佐々木論文Kつづ〈北里

宇一i..浪費"は美徳と念ったーマス・レジ

ア時代の経済とモラJレJ( Irエコーミスト』

195 9年 10月27日号)(ととでは、今日

では定着しているレジャーがレグアと表記され

ている。レジャー左る表記が定着するまでKは

との時から 10年を必要とした。その問、レジ

ア、レジャー、レイヅュア念どが混用されてき

た。)は、最も早くその問題を提起したもので

ある。レジャー研究の流れK大きを意味を持っ

と思われるので多少長〈在るが、その一部をつ

ぎK引用しょう。

「マス・レヅアは本質的K資本主義の社会的

矛盾のもつ欠陥K対するカウンター・バランス

であり、計会のし〈みK対する吸取紙である商

浅井桟ー「余暇指導Kついて J( Ir新体育』 をたしかKもっているし、またマス・レジアは

1 94 9年 2月)。宮坂哲文「余暇活動と指導J 閑暇の利用の仕方を極めて社会化・大衆化する

( Ir児童心理.111 949年 7月)。とのこ論文

は、いわゆるレジャ一時代以前のものであるた

め、戦前の「余暇善用」の考え方K立つての

「指導」論の域を出てい左かった。

ょう Vてみえ~がら、むしろそれを媒介として人

聞をして閑暇の中K孤独念bのれの獲を発見さ

せる面も、たしかKもっている。ととから現代

VC :jO~ける不安と孤独の問題を引き出すととは容

つぎVCi余暇Jにふれた論文が現われるのは、 易である。し:かし、それが 19世紀的在社会批

8年後の昭和 32年K出た『講座社会学』第七 評の、すでK論じ尽されたペンミズムの立場か

巻「大衆社会JVC:t?いてである。しかし、その らだけ念される左らは、それでは現代Kなける

中で「余暇の増大と大量消費・大量娯楽の普及」 マス・レジアの提起する問題への解答とは念ら

の効果は、「第一、社会心理等質化」、「第二、 念いであろう。

政治意識の消費化」であると指摘されているよ

うK、余暇は大衆化社会を促進する要因と見ら

れていた。つぎK現われた佐h木基一「余暇k

bける人聞の問題J( Ir中央公論JI1 958年

8月〉も、「休養と娯楽は文化の創造の発展の

現代VC :jO~ける資本主義の最高の発展は、かつ

て一部少数の有関階級の独占であったクラス・

レジアを勤労階級の大多数K及ぶマス・レジア

としたととは事実であり、その社会的変動のも

つ意義がまず第一義的K関われ左ければならぬ

ためK必要というよりも、むしろ人間の生命と ‘ととだからであるJ

肉体と維持bよび物質生産のためK必要念要素 北星論文が問題提起をbと念ったKもかかわ

である」と述べ、レジャーは「物質的生産JVC らず、レジャーが社会的『てその正しい位置を与

必要念ものとして考えられていた。 えられるまでKはその後数年を必要とした。北
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里論文の翌年、『都市問題 .H東京市政調査会、

1 96 0年 2月号)が、つぎのよう念内容の特

集を組んだ。

主集余暇利用

余暇と現代〈加藤秀俊)

レクリエーションと社会階層(鍵山京)

中小企業労働とレクリエーシ冒ン(小田村

貞寿)

報告がつぎのよう念形で発表されている。

竹内郁郎「都会人の余暇時間と生活態度」

(博報堂『広告.!I1 45号、 1 9 6 0年 4月)、

阿部慶三「娯楽指向と生活様式の変化J( Ii'思

想.!I1 960年 5月)、同「勤労者の余暇の問

題J(日本労務研究会『労働基準.!I1 960年

8月)、池内一「産業人の余暇利用の実態J

(日本労務研究会『労務研究.!I1 960年 9月)、

都市レクリエーションKついて(小倉庫次) 同「都民の余暇時間J(ラヅオ東京Ii'KRT調

上の内容でもわかるよう K、余暇利用はす念 査情報.!I1 960年 11月)。

わちレクリエーションKほか念ら念かった。し 3 5年κはまた、電通企画調査局Kよる『余

かし、上論文の中で加藤秀俊は、当時としては 暇活動K関する調査』や、博報堂調査部Kよる

独特念余暇論を展開し、つぎのようVてその本質

K迫った。

「余暇の本質は、それが u仕事"から自由念、

"私"の時間であるというととだ。検仕事"の

世界が、社会的念機能主義のうえK立脚してい

るのK対して、"余暇"の世界は、あくまでも

自由念個人の自由念行動K立脚したもので念け

れば念らない」

同じ 35年「特集・大衆娯楽」を組んだ『思

想.B(前出)が、その中で余暇問題を取り上げ

ているととはすでKふれたカミ特K滝沢正樹

「文化政策Kあらわれた"余暇"ーヨーロッ

パの反体制運動を中心I'LJは、 1 9 5 9年のイ

ギリス総選挙で戦われた保守党と労働党のレジ

ャー政策論争を紹介し、余暇政策のもつ意味Vて

ついて考えさせる契機をつ〈ったものであった。

また、同じ特集での佐藤毅「最近の大衆娯楽・

余暇の研究」が海外文献を詳しく紹介したとと

κついては「娯楽研究の流れ」で述べたとb り

である。(ち念みK、との時点で、佐藤は、

"マス・レイジュア・クラス"というよう V亡、

レジャーをレイジュアと表記している。)

いっほう、 3 5年Kは、東京大学新聞研究所

が 34 年I'L~~となった「生活時間調査」の中間

『生活時間K関する調査』が発表されている。

との年Vてはもう一つ、リュエJレ・デニイ、岸

俊夫訳「有暇社会J(米国大使館文化交換局編

『アメワカーナ.!I1 960年 7月)Reue I 

Denney，The Leisure Society， 

"Harvard Business Review"May 

-June 1959. が発表され、同誌の論文要

旨Kよると、その内容はつぎのよう左ものであ

った。

「産業社会は新しい有暇階級の発生基盤を念

した。との新有暇階級tてとってのわざわいは仕

事では念〈倦怠であろう。余暇の範囲、余暇の

問題、余暇のためK排除された人問、余暇の誤

れる強調ーとれらは今日のビジネスマンVてと

って深刻l左関心事を在している」

何度も繰り返したよう K、 19 6 0年を境K

余暇研究は新しい段階tてはいる。もちろん、と

きKはためらい左がら、とき Kは疑問を抱き念

がらも、レヅャーの存在を認識し、それK意義

を見出して行〈作業が進められて行〈のである。

3 6年Kは早々とヨゼフ・ピーパー、稲垣良

典訳『余暇一文化の基礎.!I(エンデルレ書房)

Josef Pieper，Musse und Kult， 

1948.が出版され、「文化の基礎Jとしての
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余暇の新しいとらえ方K示唆を与えた。ドイツ

のカトリック思想家ピーパーはその中でつぎの

よう K述べている。

「閑暇の存在理由は、職能人をして限定され

た労働機能という断片的左環境のうちK没頭し

てしまわ念いで、世界全体を一つの直観で把え、

そとK沿いて自己を存在の全体K根ざすよう念

本質として、実現する ζ とを可能念らしめると

いうととのうちK見出される。

との故K閑暇を持ちうるという能力は人聞の

魂の根本的を能力の一つであると考えられる」

ピーパーのとうしたアクチプ念余暇への接近

は、いまも十分K肯定されてい左いととろがあ

るが、それは、日本I'L;j;~けるレジャーが、レジ

ャー産業Kよって先導されたととKもよるので

あろう。

戦後、日本で最初K出版されたレジャー関係

の単行本が日本生産性本部生産性研究所編『消

費革命とレヅア産業.1/(1961年、東洋経済

新報社〉であったととも、そのととの現われで

あったと言える。(ととでも、レジャーでは念

〈レヅアであり、まだマスコミ Kよる用語定着

はみられ左かった。)

生産性本部は、同じ年、雑誌『生産性』の 7

月号を「レジャー時代を生きる」と銘打ち、全

誌面をレジャ -FJ官 K割〈特集を行在った。

「レジャーの意味するものJ(早瀬利雄〉、 I世

界のレジャー J(宇野政雄)、「マス・コミが

作ったレジャー J(石川弘義)左どの論文のほ

かは、大部分がレジャー産業の実態分析tてあて

られているが、上のうち石川!論文がいわゆるレ

ジャー・ブームκふれ、「結論はまだ早い」と

述べているのが注目をひく。

3 6年 10月K出版された西川好夫『レジャ

ー読本.!I(宮坂出版社)も、レジャーを労働K

従属するものとみる考え方から抜け出してい念

いととが、つぎのよう K述べているととろから

わかる。

「ひとつKは"働〈人たちが、高い労働能率

を保ち左がら、しかも健康で、長い歳月の間働

〈生活を維持できるよう念状態を実現する"た

めの生活条件のーっとして、ふたつKは、“そ

うした働〈生括が単純念毎日のくりかえしでは

念〈、働ぐ人たちの知性や情操を日々 K高〈美

し〈培ってい〈とと K念る"、そのための場と

して、レジャーをとりあげたj

同じ 10月Kは日本社会心理学会『年報社会

心理学.!I(第二号)がつぎのよう念特集を行宏

った。

特集現代I'L;j;~ける余暇の問題

わが国I'L;j;~ける余暇研究の展開とその問題

(佐藤教〉

臨床心理学よりみた余暇問題(星野命)

都会人の余暇生活(竹晴間)

上のうち、佐藤論文Kついては前Kもふれた

が、当時は、レジャー・ブームK対していか念

る反応を示したかというもう一つの例として、

つぎの文章を引用してなとう。

「戦前Vてかける余暇研究の多〈は……もつば

ら余暇活動の疎外状況とその精神的価値を強調

するととで余暇を労働強化の体制IJI'L従属させる

論理を展開させたのであった。戦後Vて沿いても

その大勢は変ら念いが、他方しばしば"余暇は

解放された人間の自由念時間であり、それは人

聞を毎日の重荷、強制労働から解放している"

というよう K余暇をすでKあたえられたものと

して労働と背中合せK対置させる論理も生れて

きている。その俗流化がレジャー・ムードの賛

美論である。しかしよとれも本来の労働の意義

を失わぜ、労働疎外の事実を判断中止させる論

理と傾向をもっている J

3 6年は、戦後Kなける余暇研究にとっては
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画期的な年であった。その性格をさらK強め、

決定的念ものκしたのが、つぎKあげるこつの

出版物であった。

一つは、守ス・レジャー叢書の第二巻として

発行された日高六郎監修『マス・レジャー論』

〈紀伊国屋書1苫)であり、もう一つは生活科学

調査会編『余暇.!I(医歯薬出版社)( 4 6年K

ドメス出版から増補版が刊行された。〉である。

『マス・レジャー論』は、 Eric Larra-

bee，Rolf Meyersohnの編VC1i:る"M-

a s s Le i s u r e "へ Illinois 1958 

から 10論文を、"American Tournal 

of Sociology" 誌からー論文を選んで

翻訳編集したもので、その構成はつぎのよう左

ものであった。

1. 現代アメリカ文化VCl，'ける余暇状態(マ

ーガレット・ミード)

2 インダストリアリズムの時代VCl，'ける労

働と余暇(クレメント・グリーンパーグ)

3. 文明Kむけるくあそび>の役割(ヨハン

・ホイジンガ)

4. 新しいモラルの誕生〈マJレタ・グオルフ

ェンシュタイン)

5. "隠、遁"と"慎しみ"のイデオロギー

(ポーJレ・ハJレモス)

6. 産業社会の余暇と仕事(ダグィッド・リ

ースマン)

7. "ホビー"の変漣Hエリタク・ララピー)

8 酒を飲む動機の"型"VCついて(ジョン

.W・ライリー、チャールズ・ E・マーデ

y、 "7'Jレシア・リフシタツ〉

9. "あそび"としてのセックス(ネルソン

. N・フート〉

10. アメリカのスポーツ(グレゴリイ.p. 

ストーン〕

11.青年とポピ a ラー・ミ a ージタク(ジョ

ン・ジョンストン、ホライア・カタヅ〉

解説(香内三郎)

ζの本の監修者日高六郎は、つぎのよう K述

べて問題を提起した。

「ととK訳出された評論は、アメリカの大衆

が増大する余暇時間Kたいして、ある意味では

途方Kくれているよう念実情を拾いているが、

途方Vてくれているのは、大衆だけでは念〈、そ

の評論家自身左のかもわから念い。第-VCは、

労働観と余暇観との分裂の問題がある。労働が

価値あるものであり、余暇や娯楽は無価値また

は反価値と考えられていた実務的あるいは宗教

的人生観Kかわって、余暇をたのしみ、娯楽K

興ずるととが生きるととの目的であり、むしろ

そうしたととを拒むととは家庭の念かの、ある

いは生活の念かの人間的義務K反するという考

え方が優勢と念る。労働が手段であり、余暇が

目的念のだ。以前Kは、余暇は、労働の再生産

のための手段としか考えられ念かったのが、い

まや主客は位置をかえたのである。ある意味で

は、そのととは、労働観と余暇観VCl，'けるひと

つの進歩であったかもわから左い。しかしその

ととだけで、人聞ははたして生きてい〈という

ととの深い充実観を獲得できたであろうか。…

…第二Kは、余暇の多くは、言監が積極的K、そ

して自由tてそれを消費できる時間としてでは左

〈、巨大念娯楽産業、余暇産業、消費産業Kつ

きまとわれ、ねらわれた時間として存在すると

いう問題がある J

日高論文が労働と余暇の主客転換を「ひとつ

の進歩であったかもわから左い」としながらも、

左l，'rしかしそのととだけで、人聞ははたして

生きてい〈というととの深い充実観を獲得でき

たであろうか」と疑問を投げかけているのK対

し、積極的Kレジャーを肯定して行とうとした

のが『余暇』である。
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『余暇』の構成はつぎのよう念ものであった。

l 余暇とは(岡本包治)

2. 日本人の余暇時間(児島幸日人)

3. 労働と余暇生活(石川弘義)

4. 日本の生活思想、とその変革(田辺信一)

5. 余暇の組織化をどうするか(大沢真一郎)

本書は、レジ守-~てよる人聞の再疎外K 自を

向け念がらも、それをのりとえて、目的・権利

としての余暇を確立するための意識の変革を訴

えた、日本人の手K在る最初の研究書であった

と言えよう。

翌 37年Kは、 36年 4月以来の共同討議の

成果として山崎進編『レジャー時代~ (東洋経

済新報社)が出版された。その「はしがき JVC、

「われわれは先見的K、人聞がいまやようやく

Kして長かった照生産時代"というか、"労働

時代"というか、そういう時代とけっ別して、

人聞の長い歴史の中K一時期を画すよう宏、多

彩念"レグャ一時代"を展開する時様K当面し

ているととを想定するものである J(山崎進)

と述べられているとbり、との本はレジャーを

「人間の諸活動J[""個人生活J[""社会生活」と

の関連でその本質を追求し、いわゆる「レグャ

一時代」の歪IJ来を予言したものとして見逃がす

わけKはいか~い。

3 7年から 40年tてかけては、余暇論が急増

した年であった。前出「日レク・文献リスト J

Kよるだけでも、 3 7年 10、 38年 12、39

年 18、 40年 16の論文が雑誌に現われてい

るo

また、同リスト Kよると 42年までV亡、余暇

またはレジャーの語がタイト JレK現われている

特集を行念った雑誌Kつぎのよう左ものがある。

『体育の科学~ ( 196 0年 7月)、『生産

性~ (前出)、『月刊社会教育~ ( 1 961年

1 0 月)、『社会教育 ~(1962年 7 月)、

『教育の時代 ~(1963年 8 月)、『国際建

築 ~(1963年 8 月)、『社会教育.ß(1 963 

年 10 ・11 月)、 W "7ネジメント ~(1964

年 6 月)、『近代労使~(1964年 7 月)、

『ピグネス.!I( 1 964年 7月)、『社会教育』

( 1 9 64年 8月)、 『労働の科学~(1 967

年 7月)、 『朝.日ジャーナル.!I(1967年 11 

月5日)

とうした一連のレジャー論を生み出す刺激の

ーっとして、 4 0年K発行されたジャン・フー

ラスティエ、長塚隆二訳 W4万時間一未来の

労働を予測する~ (朝日新聞社)Jean Fou-

rastie，Les 40.000 Heures，Paris 

1965.がある。

フーラスティエが予測した週 30時間労働時

代Kは、人聞が一生K働〈時聞が 4万時間と念

り、いっほうレジャーが37万時間と念るとい

う数字は、強い説得力をもってレジャー問題の

重要性を認識さぜたのであった。

4 1年Kは高橋武『余暇と労働JJ(日本生産

性本部出版部)が出版され、余暇と労働K関す

る単行本のさきがけと左った。

また、 42年Kは、野村総合研究所の『総合

研究.!I( 1 1月)が「わが国のレクリエーシ習

ナルマークタト J(阿部美紀夫、上野嘉夫)を

載せ、日本で最初の「レジャー・マーケット」

調査・研究と念った。

4 3年Kは『レクリエーション.!I(日本レク

リエーション協会 )VC、 1月から 12月Kわた

って、猪狩誠也、藤島秀記「余暇の社会史」が

連載された。

4 4年Kはジョーグ・フイスク、巻正平訳

『レジャー消費行動.!I(ダイヤモンド社)

George Fisk，Leisure Spending 

-Behavior，Pensylvania 1963. 

と、巻正平「日米レジャー消費行動の比較J
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〈レジャー・マークティング・センター『レジ

ャー・レポート.JJ1 5 3号)が、レジャー消費

行動研究というもう一つの分野をもたらした。

4 5年Kは、清水幾太郎ほか『余暇時代と人

間.JJ(講座r日本の将来』第五巻、潮出版社)、

関谷耕一『余暇と労働時間.JJ(日本労働協会)、

浅野義之『レジャー産業.JJ(日本経済新聞社)、

藤竹暁『個性あるレジャー.JJ(日本経済新聞社)

などが出版され、戦前の「余暇研究」資料とし

て重視されている『余暇生活の研究.JJ(前出)

が覆刻された(光生館)。また、「人間Kとっ

てレジャーとは何か」のタイトルを付した最初

の『レクリエーション白書.JJ(日本レクリエー

ション協会)も ζの年K出た。

4 5年Vてはまた、余暇開発センターが発足し、

組織的ま余暇研究調査が始まった。

4 6年から 50年tてかけて出版された余暇研

究書を列挙するとつぎの主うK念る。

J ・D・オーウエハ斉藤耕一郎訳『レジャ

ーの経済学.JJ(日本経済新聞社、 197 1年)

John D.Owen，The Priee of Le-

isure，Rotterdam 1969. 

日本リサーチセンター総合研究所編『スコー

レ社会VL;j;~ける国土と国民生活 .H 東洋経済新

報社、 1971年)

ジョッフル・デ晶マズディエ、中島巌訳『余

暇文明へ向かつて.JJ(東京創元社、 1972年)

Joffre Dumazedier，Vers une 

Oivilization de Loisir?，Seuil 

1962. 

内藤錦樹『余暇活用法.JJ(日本経済新聞社、

1 9 7 2年)

石川弘義、阿部美紀夫、祖父江孝男編『人間

とレヅキー』全四冊(r 1. レジャーの思想と

行動」、 r2. レジャーの経済」、 r3. レジ

ャーと企業」、 r4. レジャーの構造」、日本

経済新聞社、 1973-7 4年)

上のうちr1. レジャーの思想と行動J~てな

さめられている石川弘義「余暇の理論史Jは、

余暇研究の動向を知るうえKも貴重である。

大河内一男『余暇のすすめ.JJ(中央公論社、

1 97 4年)

斉藤精一郎、松田義幸『日本の余暇マーク 7

ト.JJ(日本経済新聞社、1974年)

エルマー・プライト、音田正己共編『余暇社

会の到来.JJ(有信堂、 197 4年)

ロレンツ・トウッキ、金森誠也、岡淳訳『余

暇社会の到来.JJ(サイマル出版会、 19 7 5年)

スタンリ・パーカー、野沢港、高橋裕吉訳

『労働と余暇.JJ(TBS出版会、 19 7 5年)

Stanley Pa-rker，The Future of 

Work and Leisure，1971. 

野沢浩『労働と余暇一法社会学的・労働科

学的な考察.JJ(日本労働協会、 1975年〉

青沼吉松ほか『余暇文明の労働問題.JJ(時潮

社、 1975年〉

日本余暇学会編『新時代の余暇.JJ(第一法規

出版、 1 9 7 5年)

また、 48年以降は、中央bよび地方の行政

機関あるいは経済団体念どKよるつぎのよう念

調査研究が発表され、いわゆる余暇政策や余暇

対策への取組みが本格的K在ってきたととを示

している。

48年

経済企画庁余暇開発室『余暇政策の今後のあ

り方Vてついて』

同『余暇社会への構図.JJ(大蔵省印刷局)

余暇開発センター『余暇時代VL ;j;~ける産業活

動の社会的位置づけ』

同『余暇ハンドブック.JJ(通商産業調査会〉

九州経済調査協会『余暇時代VL;j;~けるレクリ

エーション・スポーツの現状と将来展望』
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4 9年

余暇開発セ Y ター『日本人のレジャー構造』

(タ・イヤモンド社)

日本余暇文化援興会『余暇活動指導の実態調

査』

産業構造審議会余暇部会『余暇総覧~ (ダイ

ヤモンド社)

中部経済連合会『余暇時代の到来』

5 0年

余暇開発セ Y タ-w新・レジャー市場予測マ

ップ~ (ダイヤモンド社)

東京都総務局渉外観光部外事課『余暇時代』

(とれは国際地方自治体連合会 IULA報告、

UThe Agc of Leisure"1973.を翻

訳したものである。)

長野県『余暇の行動基準等K関する調査結果

報告書』

らL上、とと数年間K発表された文献からもわ

かるよう t亡、かつて「つ〈られたレジャー・ブ

ーム Jといわれ、憧 の目で見られたレジャー

は、労働時間の短縮、週休二日制の普及、年間

有給休暇の増加左どKよって、もはや無祝する

ととのでき念い現実として認められ、その上K

立つてのレジャー研究が求められるようK左っ

た。

し:かし、「余暇」か、「レジャー jか、「自

由時間」かといった問題は未解決のままであり、

「労働と余暇」の問題もとれからの問題として

残されてi>~ !J、人聞がはじめて迎えた「マス・

レジャー時代jを前K、レジャー研究はその本

質を十分とらえられぬまま、現在も 余曲折し

た道を歩みつつある ζ とも事実である。

遊び研究の流れ

戦後の遊び研究Kよって無視でき念いものが

昭和 38年K出版されたヨハン・ホイジンガ、

高橋英夫訳『ホモ・ Jレーデンス~ (中央公論社)

Tohan Huizinga，Homo Ludens， 

1938.であった。それ以前Kも、「遊び」、

「遊戯JVL関する論文はい〈っか発表されてい

るが、その多〈は「子供の遊びJを取り上げた

もので、遊びそのものの本質Kついての研究が

始まったのはようや<4 0年代半ばKいたって

からのととであった。

遊びをすべての根源Vてなき、人間をホモ・ Jレ

ーデンス(遊戯人)としてとらえようとするホ

イジンガの本は、娯楽、レクリエーション、レ

ジャーの研究者たちKとっては、大き念ショッ

クであった。遊びが新たVて見念たされるよう K

念り、その後、二、三年のあいだKつぎつぎと

遊びK関する論文が現われた。

4 2年K念ると、ジ 7 ン・ピアジ zの『幼児

VL i>~けるシンボル形成~ J a n P i a g e t ， Le 

Formation da Symbole chez C 

Enfant，Paris 1945.の第二部を翻訳

した大伴茂訳『遊びの心理学』が出る。遊びの

起源、や分類tてついて論じたとの本も、遊び研究

Kもう一つの刺激を与えた。

4 3年Vては、安田武Ii'r 遊び J の論~ (永田

書房)が出版され、日本独特の遊びKついての

「論jが展開された。 ζの本の冒頭のrU 遊び"

論Jは、『ホモ・ Jレーデンス』が出版される一

カ月前K書かれ 38年 2 月 VLW 思想、の科学 ~VL

発表されたものだが、当時を回顧して安田はつ

ぎのよう K書いている。

「遊びというとと Kついて、あれとれと考え

はじめたとろ、そして半ば同人雑誌のよう左気

易さから、『思想、の科学 ~VLそうした原稿を書

きはじめたとろ、まさ治、それらの原稿を、一

本K纏めて公刊する日があろう念どとは、ゆめ

Kも思ってもみ念かったJ(新装増補版 wr遊
び」の論~ 1 9 7 1年「あとがき J) 
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ホイジンガ、ピアジェなどの訳書が遊びK対

する関心を強めたのだとすれば、それを決定的

左ものKしたのは、ロジェ・カイヨワ、清水幾

太郎、霧生和夫訳『遊びと人間.!I(岩波書庖、

1 9 7 0年)Ro g e r 0 a i 1 1 0 i s ， Le s 

Teux et Les Horrunes，Paris 1958 

であったといえよう。

ホイジンガの遊びの定義と、さらKそれを敷

術補充したカイヨワのそれは、その後の遊び研

究者K無視でき念い影響を与えたし、いまも与

えている。

(ホイジンガとカイヨワの訳書はさ・らVL4 6 

年K、それぞれ、里見元一郎訳が河出書房から、

多国道太郎、塚崎幹夫訳が講談社から出版され

た。)

翌 46年Kはいると、オイグン・フインク、

石原達二訳『遊戯の存在論一幸福のオアシス』

(せりか書房 )Eugen Firik，Oase des 

Gliicks-Gedanken zu einer 

Ontologie des Spiels，M 泳lehen

1957.が出版される。フインクは、遊びKつ

いての哲学的認識がまだ不十分であると言い、

「労働と遊戯」とか「遊戯と真面目」といった

通俗的左対立を操作していたのでは、「遊般の

存在の深み jを理解しえないと述べている。

遊び研究は海外文献の翻訳Kよって刺激され、

いろいろ左遊び論を生み出したが、 47年Kは

戦後の遊び論の中からい〈つかの論文を選んだ

たもので、との本も前出安田武Ii'r遊び」の論』

と同様、ホイヅンガ、カイヨワの定義をふまえ

て「日本人の遊び」を論じたものであった。

翌 49年Kは、別宮真徳Ii'<tあそびの哲学一

独楽的人生のすすめJJ(産業能率短大出版部〉

が出たが、エピクロスの真の思想、を明らかKし、

利休念どの「市中の山居」思想を説いたとの本

は、独創的念遊びの哲学を展開したものとして

必読K値いするものであった。

遊びの哲学を論じたものとしては、同じ 49 

年Kジャタク・アンリオ、佐藤信夫訳『遊び一

遊ぶ主体の現象学へJJ(白水社)が出ている。

ホイジンガ、ピアジェ、カイヨワの遊び論をふ

まえ、遊びとは「遊びと名づけられたもの」だ

として、遊びの実存哲学的分析を主?と念ったと

の本は、遊び研究者tては見落すととのでき左い

ものといえよう。

5 0年Kは、もう一つの日本人の手K念る遊

びの哲学書が出版された。大沢正道『遊戯と労

働の弁証法JJ(紀伊国屋書庖)である。大沢は

「自由の実現の前提」である労働と、「自由の

実現の表明Jである遊戯の弁証法的関係を分析、

労働と遊戯が対立し左がらも、その関係のダイ

ナミック念運動の中でとそ、遊戯の真の生命が

生きるのだとした。

5 0年Kは、別宮真徳Ii'rあそびJの効用ー

やぶKらみ人間学JJ(産業能率短大出版部)が

出て、ととでは、豪物の遊びと人間の遊びKつ

松田道雄編rあそび JJ( Ii'私のアンソロジー 6JJ いての考察が主?と念われた。

筑摩書房)が出され、 48年Vては、和歌森太郎 ホイジンガの『ホモ・ルーデンス』が翻訳出

『遊びの文化史 JJ(日本交通公社出版事業局〉 版されてから 10年余をへて、遊びはようや〈、

が出版された。つづいて、 49年Kは、「遊の その概念把握のむずかしさが認識されるよう K

世界」はそのまま「美の世界」であると主張す 念り、遊ひ明究の新しい視点が要求される『てい

る多国道太郎『遊びと日本人JJ(朝日新聞社) たった。

が出版された。本書の中の「遊びと日本人」の グアンヂャナットが 47年沙諸ら 49年κかけ

章は、 48年VLIi'朝日ジャーナル JJVL連載され て10回Kわたって行念った遊び研究のための
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シンポジウムの報告は、遊ひゃがいかI'Lrあいま

い、かっしばしば矛盾し合う構成概念」より在

る複合概念であるかを明らかKしている。(同

報告は、 51年1'L31書房から、岡敬三ほか

『く遊び>の研究』として出版されている。)

ζ とでは、 f仕事と遊びを人聞の生活の中で

統合し一体化させるという考え方、ナ左わち新

しい"生活の論理"とそ、私たちの思想といえ

ます」と締め<<っているよう V亡、新しい「生

活の論理」を探求するととで「遊び」の新しい

概念、をつ〈り出そうとする意欲がみられる。

しかし、遊びを、仕事、労働や、実生活、日

常念どと対立するものとしてとらえる考え方が

まちがいであるととを指摘した論文が現われた。

山崎正和「遊戯論批判J( Ii'中央公論~ 1975 

年 7月)がそれである。

山崎は、「遊び論」の流行は時事的念ものV亡

すぎず、過程を忘れた目的への集中Vてよって生

じた類廃のー環として現われたものだと断定し、

ホイジンガの遊びの定義もカイヨワのそれもと

もK、「それらの定義をひとつづっ現実と照ら

しあわせて見ると、遊びの特徴は明らかKなる

どとろ治、かえって実生活の諸性質のまかへ没

してしまうととがわかるのである」と言う。

遊びは休息Kほか左ら左い、と山崎は言う。

「だが、いうまでも念〈遊びが休息だというと

とは、それが日常生活の外Vてひとつの独自の世

界をつぐるというととを意味し念い」のである。

山崎論文の目的は、遊びtてついて論ずるとと

では念〈、生産至上主義への批判として現われ

た遊び論を批判するとと Kあって、時事的左類

廃としての遊戯論よりも、「現代人K必要念の

は行動そのもののデザインであり、刻々の動作

がそのまま次の動作を励ますよう念行動のスタ

イJレの創造なのである」とするととろKあるの

だが、との論文は、今後の遊び研究の流れK何

らかの影響を与えずKはむか念いであろう。

余暇研究のこれまでとこれから

以上、戦後の余暇研究の動向を娯楽研究、レ

クリエーショ y研究、レジャー研究、遊び研究

の四つの流れK分けて見てきた。とれまで、と

の四つの流れは、それぞれの研究の中で、大き

念一つの流れとしてとらえられてきたものであ

った。し:かし、たし:かKそれらの流れは何らか

の点で共通点があり、重念り合う面もあったが、

それぞれの流れを男!JkI'L見るとき、そとtては明

らかK独自の性質が現われているととがわかる

だろう。研究者も、それぞれの流れKよって、

あるいは体育学、教育学の専門家、あるいは社

会学、経済学の専門家、あるいは心理学、哲学

の専門家、あるいは文学、歴史学の専門家とい

うよう K、その流れK関わる分野Kよってちが

いが買られた。

余暇研究と一口K言うととがはばかられるほ

ど、それぞれの流れKは、それぞれの独自性が

あり、それらの研究の幅の広さや、深さは、た

ん念る余暇研究を大き〈超えるものが観察され

る。

また、レクリヱーション、娯楽、レジャー、

遊びの研究K特長的念ととは、ほとんど専門研

究者がいをいととであろう。ょうやれレクリ

エーションの分野K、自他とも K認める専門研

究家が現われ始めたととをのぞけば、それぞれ

の分野の研究は、先Vてあげたよう念、別の専門

研究家の余技として主?と宏われてきたKすぎを

かった。

日本レクリヱーション学会と、その機関誌

『レクリエーショシ研究』の存在が、とんどの

レクレオロジ-Recreology (レクリエー

シ曹ン学)の確立を約束して〈れるかもしれ念

いとしても、なそらくレジャー、娯楽、遊び等
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は、今後も、関連する別の分野の研究者Kよっ

て研究がすすめられるととK念りそうである。

(提唱されているルドロジー Ludology ー

グーム学ないし遊戯学ーは、当面レクレオロ

ジーの一分野としてとどまるだろう。)

とれまでκ行宏われてきた研究、 ζれから進

められるであろう研究を整理するとつぎのよう

K念ろう。

娯楽一文化史的研究、社会学的研究

レクリエーションー基礎理論、心理学的研

究、生理学的研究、行動科学的研究、レクリエ

ーシ，.;/指導、レクリエーション管理、レクリ

エー γ ョン・セラピイ、レクリエー γ ョシ資源、

レクリエーショ Y施設、レクリエーション空鳳

レクリエーション運動。

レヅャーーレヅャ一時間、レジャー活動、

レジャー産業、レジャー・マーケット、レジャ

ー消費行動、レジャ一政策行政。

遊びー哲学的研究、文化史的研究、社会学

的研究、心理学的研究。

念辛子、今後K残された研究として、ょうやく

取り組まれ始めた労働と遊び、仕事とレジャー

といった、いわゆる余暇活動と生産・労働との

関係(対立あるいはつ念がり)があげられよう。

かつて、労働と余暇活動は、未分化であったと

言われる。階級社会が生まれてからのレジャー

・クラスKも、労働とレジャーの対立は存在し

念かった。レジャーがすべてであり、レジャー

だけが人生であった。マス・レジャーの到来は、

すべての人聞がレジャ -VL生きるととを要請す

る。レジャーはもはや、生活Kかける余暇(余

ったひま)では念〈、生活の基本K念ろうとし

ているのである。

レクリエーション、遊びの研究は、とうした

マス・レジャー時代Kなける人聞の生き方を決

定する重要念研究として認識し念bされるべき

であろう。労働とレジャーは、そうしたコンテ

クストの中で、対立するものから、統合された

ものへ変り、新しい人間像、新しい生活像がそ

とから描き出されるとと K念るKちがいをい。

余暇研究のすべては、それまでの、プヒん念る

プロセスでしか念いともいえるのである。

( 1 97 6年 6月)
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